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ドイツ性犯罪関連条文和訳（仮訳）※平成３１年３月時点

○ 刑法

第78条（時効期間）

1 （略）

2 第211条（謀殺）による重罪は，時効にかからない。

3 次の時効期間が経過したとき，訴追は時効にかかる。

一 無期の自由刑が定められている行為のときは，30年

二 長期において10年を超える自由刑が定められている行為のときは，20年

三 長期において5年を超える10年以下の自由刑が定められている行為のときは，10年

四 長期において1年を超える5年以下の自由刑が定められている行為のときは，5年

五 その他の行為のときは，3年

4 （略）

第78条ａ（始期）

時効は，行為が終了すると同時に進行する。構成要件が必要とする結果が，事後に初

めて生じたときは，時効は，その時点から進行する。

第78条ｂ（時効の停止）

1 時効は

一 第174条から第174条ｃ，第176条から第178条，第180条第3項，第182条，第225条，

第226条ａ及び第237条（※）による犯罪行為のときは，被害者が満30歳になるまで停

止する。

二 （略）

2～6 （略）

※ 第225条は保護責任者による虐待処罰規定，第226条aは女性器損傷に関する罪，第237条は

結婚強要に関する罪。

第173条（親族との性交）

1 血族である卑属と性交した者は，3年以下の自由刑又は罰金に処する。

2 血族である直系尊属と性交した者は，2年以下の自由刑又は罰金に処する。このこと

は，親族関係が消滅したときも妥当する。性交した，血族である兄弟姉妹も，同一の刑



- 2 -

に処する。

3 卑属及び兄弟姉妹が行為時に18歳に達していなかったときは，この規定によっては罰

せられない。

第174条（保護を委ねられている者に対する性的虐待）

1一 教育，職業教育若しくは生活上の世話が行為者に委ねられている16歳未満の者に対

して

二 教育，職業教育若しくは生活上の世話が行為者に委ねられ，若しくは，職務上若し

くは労働上の関係の枠内で部下に当たる18歳未満の者に対して，教育上，職業教育上，

世話上，職務上若しくは労働上の関係と結びついた従属性を濫用して，又は

三 行為者の血縁上若しくは法律上の直系卑属，若しくは，行為者の法律上の配偶者，

行為者と内縁関係にある者，若しくは行為者が共に婚姻関係若しくは内縁関係類似の

生活を営んでいる者の直系卑属で，18歳未満の者に対して

性的行為を行い，又は，この者に自己に対する性的行為を行わせた者は，3月以上5年以

下の自由刑に処する。

2 そのための特定の施設において，18歳未満の者の教育，職業教育又は生活上の世話を

委ねられている者で，以下の者は，3月以上5年以下の自由刑に処する。

一 その施設において，教育，職業教育若しくは生活上の世話に従事するという法律関

係にある16歳未満の者に対して性的行為を行い，若しくは，この者に自己に対する性

的行為を行わせた者，又は

二 その地位を利用して，その施設において，教育，職業教育若しくは生活上の世話に

従事するという法律関係にある18歳未満の者に対して性的行為を行い，若しくは，こ

の者に自己に対する性的行為を行わせた者

3 第1項又は第2項の要件の下で，これにより自己又は被保護者を性的に興奮させるため

に

一 被保護者の前で性的行為を行った者，又は

二 被保護者が自己の前で性的行為を行うように，この者を決意させた者

は，3年以下の自由刑又は罰金に処する。

4 本罪の未遂は，罰する。

5 第1項第1号，第2項第1号又は第1項第1号若しくは第2項第1号と結びついて適用される

第3項に該当する場合，裁判所は，行為の不法が軽微なときは，この規定に定める刑を

免除することができる。
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第174条ａ（受刑者，被収容者又は施設内の病人及び要援助者に対する性的虐待）

1 教育，職業教育，監督又は世話が行為者に委ねられている，受刑者又は官庁の命令に

よる被収容者に対して，その地位を濫用して，性的行為を行い，又は，この受刑者若し

くは被収容者に自己に対する性的行為を行わせた者は，3月以上5年以下の自由刑に処す

る。

2 病者又は要援助者のための施設に入所しており，その監督又は世話が行為者に委ねら

れている者に対して，その病気若しくは援助の必要性に乗じて，性的行為を行い，又は，

この者に自己に対する性的行為を行わせることにより，この者を虐待した者も，前項と

同一の刑に処する。

3 本罪の未遂は，罰する。

第174条ｂ（官職の地位を利用した性的虐待）

1 刑事手続，自由を剥奪する改善及び保安処分手続又は官庁による収容命令手続に協力

することを職務とする公務担当者が，手続により基礎付けられる従属性を濫用し，手続

対象者に対して性的行為を行い，又は，この者に自己に対する性的行為を行わせたとき

は，3月以上5年以下の自由刑に処する。

2 本罪の未遂は，罰する。

第174条ｃ（相談，治療又は世話を行う関係を利用した性的虐待）

1 相談，治療又は世話を行う関係を濫用して，中毒症を含む精神若しくは心の疾患若し

くは障害を理由に，又は，身体的な疾患若しくは障害を理由に，相談，治療又は世話が

行為者に委ねられている者に対して性的行為を行い，又は，この者に自己に対する性的

行為を行わせた者は，3月以上5年以下の自由刑に処する。

2 治療を行う関係を濫用して，精神療法が行為者に委ねられている者に対して性的行為

を行い，又は，この者に自己に対する性的行為を行わせた者も，前項と同一の刑に処す

る。

3 本罪の未遂は，罰する。

第176条（子どもに対する性的虐待）

1 14歳未満の者（子ども）に対して性的行為を行い，又は，子どもに自己に対する性的

行為を行わせた者は，6月以上10年以下の自由刑に処する。

2 子どもが第三者に対して性的行為を行うように，又は，子どもが第三者にこの子ども

自身に対する性的行為を行わせるように，この子どもを決意させた者も，前項と同一の
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刑に処する。

3 犯情が特に重い事案では，1年以上の自由刑を言い渡すものとする。

4 次の各号に該当する者は，3月以上5年以下の自由刑に処する。

一 子どもの前で性的行為を行った者

二 第1項又は第2項に該当する場合以外で，子どもが性的行為を行うように，この子ど

もを決意させた者

三 ａ）子どもが，行為者若しくは第三者に対して，若しくはその前で，性的行為を行

うように，若しくは，子どもが行為者若しくは第三者にこの子ども自身に対する

性的行為を行わせるようにするために，若しくは

ｂ）第184条b第1項第3号若しくは第184条b第3項に基づく行為を犯すために，

文書（第11条第3項），若しくは，情報若しくはコミュニケーション技術を用いて子ど

もに影響を及ぼした者，又は

四 ポルノの描写若しくは記述を提示することにより，ポルノを内容とする録音物を再

生することにより，情報若しくはコミュニケーション技術を用いたポルノの内容に近

付きやすくすることにより，若しくは，ポルノを内容とする話をすることにより，子

どもに影響を及ぼした者

5 第1項から第4項に規定する行為のために，子どもを提供し，若しくは斡旋することを

約束し，又は，これらの行為をするよう他の者と約束した者は，3月以上5年以下の自由

刑に処する。

6 本罪の未遂は罰する。ただし，第4項第3号及び第4号並びに第5項による行為はこの限

りではない。

第176条ａ（子どもに対する性的虐待のうち犯情の重いもの）

1 第176条第1項及び第2項の場合に，行為者がこの犯罪行為を理由に5年以内に確定力の

ある有罪判決を言い渡されていたときは，子どもの性的虐待は，1年以上の自由刑に処

せられる。

2 第176条第1項又は第2項の場合に

一 18歳を超える者が，子どもと性交し，若しくは，身体への挿入と結びつく類似の性

的行為を，子どもに対して行い，若しくは，子どもに自己に対して行わせたとき

二 行為が複数の者により共同して行われたとき，又は

三 行為者が，行為により子どもを重い健康障害の危険若しくは身体的若しくは精神的

な発育に著しい障害を与える危険にさらしたとき

は，2年以上の自由刑に処する。
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3 第176条第1項から第3項，第4項第1号，第2号又は第6項の場合に，正犯又はその他の

関与者として，第184条ｂ第1項又は第2項に規定する，頒布しようとするポルノ文書（第

11条第3項）の対象とする目的で行為を行った者は，2年以上の自由刑に処する。

4 第1項のうち犯情があまり重くない事案では，3月以上5年以下の自由刑を，第2項のう

ち犯情があまり重くない事案では，1年以上10年以下の自由刑を言い渡すものとする。

5 第176条第1項から第3項の場合に，行為の際に子どもを身体的に著しく虐待し，又は，

行為によって子どもを死亡の危険にさらした者は，5年以上の自由刑に処する。

6 第1項に掲げる期間については，行為者が官庁の命令に基づいて施設に収容されてい

た期間は算入されない。第1項の場合に，外国で有罪判決を下された行為がドイツ刑法

によれば第176条第1項又は第2項に規定する行為に該当するときは，国内において有罪

判決を言い渡されたものとみなす。

第176条ｂ（子どもに対する性的虐待致死）

行為者が，性的虐待（第176条及び第176条ａ）により，少なくとも軽率に子どもを死

亡させたときは，刑は無期自由刑又は10年以上の自由刑とする。

第177条（性的侵害，性的強要，強姦）

1 他の者の認識可能な意思に反して，この者に対して性的行為を行い，若しくは，この

者に性的行為を行わせ，又は，この者に第三者に対する若しくは第三者による性的行為

を行い若しくは甘受するように決意させた者は，6月以上5年以下の自由刑に処する。

2 他の者に対して性的行為を行い，若しくは，この者に性的行為を行わせ，又は，この

者に第三者に対する若しくは第三者による性的行為を行い若しくは甘受するように決意

させた者は，次の各号のいずれかに該当する場合には，前項と同一の刑に処する。

一 行為者が，この者が反対意思を形成し又は表明することができない状況を利用した

場合

二 行為者が，この者が身体的又は精神的な状態に基づき，意思の形成又は表明が著し

く限定されている状況を利用した場合。ただし，行為者がこの者の同意を得た場合を

除く。

三 行為者が驚愕の瞬間を利用した場合

四 行為者が，抵抗した場合には被害者に重大な害悪が生じる恐れがある状況を利用し

た場合

五 行為者が，重大な害悪を加える旨の脅迫により，この者に性的行為を行い又は甘受

することを強いた場合
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3 本罪の未遂は，罰する。

4 意思形成又は意思表明の能力の欠如が被害者の病気又は障害に基づく場合は，1年以

上の自由刑を言い渡すものとする。

5 行為者が

一 被害者に対して暴行を用いた場合

二 被害者に対して身体若しくは生命に対する現在の危険を伴う脅迫を行った場合，又

は

三 被害者が保護のない状態で行為者の影響下に委ねられている状況を利用した場合

は，1年以上の自由刑を言い渡すものとする。

6 犯情の特に重い事案では，2年以上の自由刑を言い渡すものとする。犯情の特に重い

事案とは，原則として

一 行為者が，被害者と性交をし，若しくは被害者に性交をさせ，若しくは，身体への

挿入と結びつく場合は取り分けそうであるが，被害者を特に辱める性交類似行為を被

害者に対して行い，若しくは，被害者に行わせたとき（強姦），又は

二 行為が複数の者により共同して行われたとき

である。

7 行為者が

一 凶器若しくはその他の危険な道具を携帯したとき

二 暴行若しくは暴行を加える旨の脅迫により，他の者の反抗を阻止若しくは克服する

目的で，その他の道具若しくは手段を携帯したとき，又は

三 被害者を重い健康障害の危険にさらしたとき

は，3年以上の自由刑を言い渡すものとする。

8 行為者が

一 行為の際に凶器若しくはその他の危険な道具を使用したとき，又は

二 被害者を

ａ）行為の際に身体的に著しく虐待したとき，若しくは

ｂ）行為により死亡の危険にさらしたとき

は，5年以上の自由刑を言い渡すものとする。

9 第1項及び第2項のうち犯情があまり重くない事案では，3月以上3年以下の自由刑を，

第4項及び第5項のうち犯情があまり重くない事案では，6月以上10年以下の自由刑を，

第7項及び第8項のうち犯情があまり重くない事案では，1年以上10年以下の自由刑を言

い渡すものとする。
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第178条（死の結果を伴う性的強要及び強姦）

行為者が，性的侵害，性的強要又は強姦（第177条）により，少なくとも軽率に被害者

を死亡させたときは，刑は無期自由刑又は10年以上の自由刑とする。

第180条（未成年者の性的行為の助長）

1 第三者に対する若しくはその前での16歳未満の者の性的行為，又は，16歳未満の者に

対する第三者の性的行為を

一 斡旋することにより，又は

二 機会を与え若しくは作り出すことにより

助長した者は，3年以下の自由刑又は罰金に処する。その者に監護権をもつ者が行為を

行ったときは，第1文第2号は適用しないものとする。ただし，監護権者が助長により教

育義務に著しく違反したときは，この限りでない。

2 対価と引換えに，18歳未満の者が第三者に対して若しくはその前で性的行為を行うよ

うに，若しくは，18歳未満の者が第三者に18歳未満の者自身に対する性的行為を行わせ

るように，この者を決意させた者，又は，斡旋することによりこれらの行為を助長した

者は，5年以下の自由刑又は罰金に処する。

3 教育，職業教育，生活上の世話，職務上若しくは労働上の関係と結びついた従属性を

濫用して，教育，職業教育若しくは生活上の世話が行為者に委ねられ，又は，職務上若

しくは労働上の関係の枠内で部下に当たる18歳未満の者が第三者に対して若しくはその

前で性的行為を行うように，又は，この者が第三者にこの者自身に対する性的行為を行

わせるように，この者を決意させた者は，5年以下の自由刑又は罰金に処する。

4 第2項及び第3項の未遂は，罰する。

第182条（未成年者に対する性的虐待）

1 強制状態に乗じ

一 18歳未満の者に対して性的行為を行い，若しくは，この者に自己に対する性的行為

を行わせ，又は

二 18歳未満の者が第三者に対して性的行為を行うように，若しくは，18歳未満の者が

第三者に18歳未満の者自身に対する性的行為を行わせるように，この者を決意させ

ることにより，この者を虐待した者は，5年以下の自由刑又は罰金に処する。

2 18歳を超える者が，対価と引換えに，18歳未満の者に対して性的行為を行い，又は，

この者に自己に対する性的行為を行わせることにより，虐待した場合は，前項と同一の

刑に処する。
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3 21歳を超える者が

一 16歳未満の者に対して性的行為を行い，若しくは，この者に自己に対する性的行為

を行わせ，又は

二 16歳未満の者が第三者に対して性的行為を行うように，若しくは，16歳未満の者が

第三者に16歳未満の者自身に対する性的行為を行わせるように，この者を決意させ

ることにより，この者を虐待し，その際に，自己に対する被害者の性的自己決定能力の

欠如を利用したときは，3年以下の自由刑又は罰金に処する。

4 本罪の未遂は，罰する。

5 第3項の場合，行為は，告訴に基づいてのみ訴追される。ただし，刑事訴追について

特別な公の利益があるために刑事訴追機関が職権による介入が必要と考えるときは，こ

の限りでない。

6 第1項から第3項の場合，行為の対象となった者の態度を考慮し，行為の不法が軽微な

ときは，裁判所は，これらの規定に定める刑を免除することができる。

第184条h(定義）

この法律において，

1 性的行為とは，個々の保護法益に照らして一定の重大性を有する行為のみをいう。

2 他の者の前での性的行為とは，事象を知覚する他の者の前で行われる行為のみをいう。

第184条i（性的嫌がらせ）

1 他の者に対し，性的特徴を有する態様でその身体に接触し，これにより嫌がらせをし

た者は，行為につき他の規定においてより重い刑が定められていないときは，2年以下

の自由刑又は罰金に処する。

2 犯情の特に重い事案では，3月以上5年以下の自由刑に処する。犯情の特に重い事案と

は，原則として，行為が複数の者により共同して行われたときである。

3 行為は，告訴に基づいてのみ訴追される。ただし，刑事訴追について特別な公の利益

があるために，刑事訴追機関が職権による介入を必要と考えるときは，この限りでない。

第184条j（集団に基づく犯行）

人的集団が他の者に対する犯罪行為を遂行するためにこの者を苦境に置いた場合には，

当該集団に参加することで犯罪行為を促進した者は，その集団の参加者の一人によって

第177条又は第184条iの犯罪行為が行われ，かつ，行為につき他の規定においてより重い

刑が定められていないときは，2年以下の自由刑又は罰金に処する。


